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実習の準備はお早めに

図 書 館 報

第 223（19-2）号（2019.5）
横浜女子短期大学図書館

TEL 045-835-8115／ FAX 045-835-8118
E-mail lib@yokotan.ac.jp

卒業生からみなさんへ

1 年生のみなさん、入学して 1 か月半が過ぎましたが学生生活には慣れました
か？ 2 年生はすでに課題もたくさん出ていますが、図書館を上手に利用してい
ますね。様々な場面で有効活用して充実した学生生活を送ってください。頑張る

みなさんへ 3月に卒業した先輩から応援メッセージが届きました。

大好きな図書館
W.S.

大学生活はいかがですか？ 息抜きしたい時、課題をまとめたい時、実習で使う絵

本などを探したい時にはぜひ図書館を利用してみてください。3 階は静かでとても集
中して取り組めます。探している本が見つからないときは司書さんに聞いてみるとい

いと思います。丁寧に教えてくれます。2 年間、充実した学生生活を送るためにぜひ
図書館を活用してみてください。

一人でのんびりできる空間
S.N.

私は、落ち着きたい時に図書館を使っていました。広い空間でのんびりできるので、

一人の時間を作りたいときに利用するのがオススメです。

趣味を広げるのに最適な場所
I.A.

私は図書館で主に趣味の本を借りて利用していました。実習やピアノの練習などス

トレスのかかることが多い中で、自分の趣味を見つけたり、それを広げたりするのに

図書館は最適な場所です。私は主に占いに関する本を借りました。たくさん種類があ

り、一度楽しいと思うと、何度も図書館に通うようになりました。皆さんもぜひ勉強

以外の本も借りてみてください！
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◆５月◆館員おすすめの1冊

『傾聴術』（古宮昇）

大久保美玲

「話し上手は聞き上手」とよくいいますが、人の話を上手に

聞くのは意外と難しいものです。だからこそ、聞き上手の人が

身の回りにいると心強いもの。もし、周りにそんな人がいなか

ったら、あなた自身が聞き上手になってみませんか？

本書では「傾聴術」（人の話を聞く技術）について分かりや

すく解説されています。例えば、傾聴で一番大切な姿勢のひと

つは「話し手をそのまま尊重し受け入れること」。ついつい正

反対のことをしてしまっている自分に反省。傾聴術は、普段の

人間関係ではもちろんのこと、保育者を目指す皆さんにきっと

役立つはずです。 （誠信書房）

『「つなみ」の子どもたち 作文に書かれなかった物語』（森健）

高橋 和子

2011 年 3 月 11 日午後 2 時 46 分皆さんは何をしていましたか？ この本は、被災し

て、津波に追われながら逃げた子どもたちが書いた震災直後の作文と、その後の取材で

知り得た家族との関係や地域愛、子どもたちの精神的成長など

が書かれています。当時一瞬にして何もかもなくし、みんなが

途方に暮れていた時、子どもたちがどう受け止めていたのかが

わかる 7 名分の作文です。最後の作文は、昭和 8 年の大津波の
時の作文です。これを書いた方は、89 歳で今回の津波に遭われ
たのですが、小学校からの仲良しのお友達が 3 名、今回の津波
も生き延びたそうです。“天災は忘れた頃にやってくる”と言

われます。時間とともに忘れてしまわないように心にとめてお

くことが大切だと思える 1 冊です。 （文春文庫）

『食の位置づけ』（辰巳芳子）

原 真由美

みなさんは、自分の食べたもので身体が作られていると考えた

ことはありますか？ お腹がいっぱいになれば何でもいいという

のは危険です。手をかけた食で生命を守ることを訴え続けている 9
5 歳の辰巳芳子（料理家）は、食は「人間の知性、感性をも左右」
する重要なものだと言います。出汁をとったお味噌汁や、今の季

節なら新鮮な旬の野菜を取り入れるなど、少し気をつけるだけで

も違います。食は生命を維持する基本、よりよく食べることは自

立心や健康な心身を育みます。生涯つきあう大切な身体です。学

生のみなさん、特に女性に知ってほしい本です。 （東京書籍）
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読書アンケート（1年生）結果のお知らせ

ご協力ありがとうございました。
1 年生のみなさん、「読書アンケート」にご協力ありがとうございました。集計結果

をお知らせします（4月 2日実施、91名回収）。

1．１か月に何冊ぐらい本を読んでいますか（マンガ、絵本、雑誌は除く）

最近一か月まったく本を読んでいない人（0 冊）は 72.5 ％（66 名）で昨年度と同じ
でした。もっとも多い人は 10冊でした。

２．月平均読書冊数 過去５年推移
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２．最近読んで印象に残った本、おもしろかった本

『火花』（又吉直樹）、『人魚の眠る家』（東野圭吾）、『かがみの孤城』（辻村深

月）、『神様のカルテ』（夏川草介）、『君は月夜に光り輝く』（佐野徹夜）、『ここ

ろ』（夏目漱石）、『桜のような僕の恋人』（宇山桂祐）などがあげられました。

図書館には、保育の資料はもちろんですが、そのほかにも皆さんが息抜きできる

ように小説、エッセイ、ファッション雑誌など幅広い分野の本を揃えています。気

に入った本を見つけたら、毎日少しずつでも読む習慣をつけるといいですね。

授業終了後もゆっくり利用できるように 18:20（平日）まで開
館していますので足を運んでください。

読書会、選書ツアーなどの企画に参加してみるのもいいです

ね。本を通して新しい出会いも生まれるかもしれません。

新しい雑誌が入りました

◆以前から要望の多かった雑誌を定期購入しました。

an･an（マガジンハウス）、本の雑誌（本の雑誌社）、MOE、Kodomoe（ともに白泉
社）、Oz magazine（スターツ出版）、LARME（徳間書店）

◆以下の雑誌は休刊などにより購読を終了しました。

教育心理学研究（日本教育心理学学会）、出版ニュース（出版ニュース社）、初等教

育資料（東洋館出版社）、ソーシャルワーク研究（相川書房）、児童心理（金子書房）

選書ツアー参加者募集

図書館にあればいいと思う本、友人にすすめたい本などを、本屋さんで

手に取りながら選びます。希望者は事前にリストなどを準備して参加して

ください。申し込みはカウンターまで、その際詳しい説明をします。

日時：5月 24日（金）美しき躍動リハーサル終了後
場所：紀伊國屋書店（横浜そごう）
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実習期間中の貸出について（2年生）
通常10冊→20冊まで！

◆貸出期間・冊数 5月 20日（月） ～ 24日（金） 15冊以内
5月 27日（月）以降 20冊以内

◆返却日 6月 28日（金）まで

返却の遅れている資料がある場合貸出しできませんので注意してください。20 冊以
上必要な場合はカウンターに申し出てください。貸出中のリストも出力できますので、

わからなくなったときは確認に来てください。一緒に借りた図書館バッグは返却の際、

必ず戻してください。

☆実習フェアも同時開催☆
…準備はお早めに…

実習に役立つ保育の資料を 2 階に展示します。人気のある本は複数冊揃えています
がすぐに貸出されてしまいます。実習直前はカウンターも大変混雑しますので早めに少

しずつ借りておくと良いでしょう。

保育の雑誌は毎月発行されているので、その月の遊び、製作、指導案が豊富に紹介さ

れ、季節にあったものを探しやすく便利です。『保育の友』（全社協）、『ピコロ』

（学研）、『ひろば』（メイト）など多く揃えていますので、普段から目を通しておく

といざという時に役立ちます。

「実習フェア」

に展示する本は

一部です。

3階の保育の棚
も必ず見てくだ

さい。

特におすすめ！

保育の雑誌は季

節にあったもの

が探せます

自分の使いや

すい本は早め

に借りてね！
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図書館カレンダー

:休館日

平日：9:00～ 18:20
授業のない日：9:00～ 17:00 5.24（金）・6.5（水）・6.6（木）
土曜（授業のある日）：9:00～ 15:00（閉館時間は早まる場合あり） 6.29（土）
オープンキャンパス：13:00～ 16:00 5.19（日）・6.23（日）
■返却日が施設実習などと重なる場合は、実習あけでかまいません。

5・6月の読書会 みなさんの参加をお待ちしています。詳しい時間などは HP で！
第3回 5月23日（木） E.L.カニグズバーグ『ジョコンダ夫人の肖像』岩波書店 2002
第4回 6月13日（木）幸田文『おとうと』新潮文庫 1993
第5回 6月27日（木）サムイル・マルシャーク『森は生きている』岩波書店 1990

朝、授業の前など9:00前から利用したいときは、事務室に声をかけてください。

8:50ごろから開館します。また、はさみ、カッター、マジックなどを使って、

工作などしたいときはカウンターに相談してください。

予約やリクエストの連絡に便利なアドレスの登録をどうぞ

携帯電話でバーコードを読み取って、件名に「アドレス登録」、本文に

「学籍番号、氏名」を入力して送信してください。受信後、確認のメール

を送信します。図書館からの連絡以外には使用しません。

後記

長いゴールデンウィークもおわり、図書館は毎日、課題や実習準備の学生で賑や

かです。1年生の皆さん、時間があるときはぜひ図書館に遊びに来てください。こ
れからの学生生活に役立つヒントがきっとたくさん見つかりますよ。読書会や選書

ツアーなどのイベントも定期的に行っていますので、気軽に参加してくださいね。

（大久保）
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